
Q
立
ち
く
ら
み
と
は
？	

	

A
立
ち
く
ら
み
と
は
、
急
に
立
ち
上

が
っ
た
り
、
姿
勢
を
変
え
た
時
に
、

身
体
の
血
液
循
環
の
異
常
に
よ
り
、
脳
に
行

く
血
流
が
少
な
く
な
り
、
め
ま
い
、
も
う
ろ

う
と
す
る
、
目
の
前
が
暗
く
な
る
な
ど
の

症
状
が
出
る
事
で
す
。
最
悪
、
意
識
消
失
、

失
神
す
る
事
が
あ
り
ま
す
。

　

今
朝
電
車
の
中
で
貧
血
を
起
こ
し
た
、
と

言
っ
て
受
診
さ
れ
る
方
が
い
ま
す
。
実
際
に

貧
血
が
あ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
立
ち
く

ら
み
は
必
ず
し
も
本
当
の
貧
血
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
本
当
の
貧
血
は
身
体
の
中
で
の
出

血
や
、
鉄
不
足
の
た
め
、
血
液
中
の
赤
血
球

に
あ
る
、
酸
素
を
運
ぶ
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
濃
度

は
低
く
な
っ
た
状
態
で
す
。

　

し
か
し
立
ち
く
ら
み
の
殆
ど
は
、
起
立
性

調
節
障
害
や
、
迷
走
神
経
反
射
、
い
わ
ゆ
る

脳
貧
血
と
呼
ば
れ
る
症
状
で
、
交
感
神
経
と

副
交
感
神
経
の
調
節
が
う
ま
く
い
か
ず
、
立

ち
上
が
っ
た
時
に
、
脳
に
き
ち
ん
と
血
流
が

行
か
な
く
な
っ
た
状
態
で
す
。

Q
立
ち
く
ら
み
の
原
因
は
？

A
脱
水
、
食
後
に
内
臓
へ
の
血
流
が
増

加
す
る
事
で
脳
の
血
流
が
減
少
、
長

時
間
の
起
立
や
痛
み
、
感
情
の
変
化
に
よ
る

反
応
、
内
耳
か
ら
く
る
め
ま
い
、
薬
に
よ
る

低
血
圧
、
低
血
糖
、
飲
酒
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
若
い
女
性
に
多
い
体
位
性
頻
脈
症
候
群

は
原
因
不
明
の
交
感
神
経
の
活
性
化
や
血
流

分
布
の
異
常
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
他
に
稀
で

す
が
心
、
脳
の
異
常
や
、
神
経
の
変
性
疾
患

な
ど
が
あ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

Q
立
ち
く
ら
み
の
予
防
策
は
？

A
充
分
に
水
分
を
と
り
、
ア
ル
コ
ー

ル
は
控
え
る
か
避
け
て
、
定
期
的

千
葉
県
医
師
会

ピ
ア
ス	

洋よ

う

こ子	

医
師

な
運
動
で
、
血
管
壁
の
平
滑
筋
の
緊
張
を
高

め
、
下
肢
に
貯
ま
る
血
液
を
減
少
さ
せ
る
事

が
重
要
で
す
。
ま
た
立
ち
上
が
る
時
、
ゆ
っ

く
り
頭
を
最
後
に
し
た
り
、
緊
張
を
避
け
る

事
も
重
要
で
す
。
ま
た
薬
に
よ
る
も
の
な
ら
、

投
薬
の
中
止
、
変
更
も
考
え
ま
す
。

Q
治
療
・
回
避
法
な
ど
は
？

A
立
ち
く
ら
み
を
起
こ
し
た
ら
、
横

に
な
り
足
を
挙き

ょ
じ
ょ
う上

、
水
分
、
塩
分

を
と
り
ま
す
。
弾
性
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
や
腹
帯

の
着
用
も
有
効
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
本

当
に
貧
血
な
ら
鉄
剤
の
服
用
が
必
要
で
す
。

血
圧
が
低
す
ぎ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
交
感
神

経
を
刺
激
す
る
薬
の
服
用
が
有
効
な
場
合
も

あ
り
ま
す
が
、
副
作
用
の
リ
ス
ク
も
あ
り
ま

す
。
規
則
正
し
い
生
活
と
運
動
、
充
分
な
飲

水
を
心
掛
け
、
自
律
神
経
を
整
え
ま
し
ょ
う
。

立
ち
く
ら
み
が
多
い
の
で
す
が
、

立
ち
く
ら
み
が
起
き
る
人
は

貧
血
な
の
？

挙
上
…
持
ち
上
げ
る
こ
と
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